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2017 年 5 月 15 日 

   

 

 

 

公益財団法人 立石科学技術振興財団 

2017年度助成金贈呈対象決定のお知らせ 
 

公益財団法人 立石科学技術振興財団（理事長：立石義雄・オムロン株式会社名誉会長、所在地：

京都市下京区）は、2017 年度（第 28 回）の助成対象を決定しました。助成金贈呈式（第 28 回）

は 5 月 22 日（月）に行います。 

本年度の研究に対する助成としては、一昨年から始めた大型研究助成（Ｓ）１件、研究助成（A）

28 件（B）3 件に加えて、博士課程の学生向けの研究助成（C）7 件を含め 39 件、前期国際交流（後

期は 9 月下旬決定）に対する助成として 7 件、合計 46 件を選定・決定いたしました。 

＊助成対象（助成者と助成課題）については次頁以降を、研究助成内容については 8 頁の概要をご

参照下さい。なお６頁、７頁には、一部助成課題の概要を抄録として抜粋しています。 

 

■今回および累積の助成金額 

 研究助成 

件数・額 

国際交流助成 

件数・額 

合計 

件数・額 

今回（第 28 回） 39 件 

1 億 2,612 万円 

（前期のみ）     7 件 

（前期のみ）237 万円 

46 件 

1 億 2,849 万円 

累積（第 1 回～第 27 回） 

（立石賞 10 件を除く） 

648 件 

16 億 1,116 万円 

406 件 

1 億 7,751 万円 

1,054 件 

17 億 8,867 万円 

 今回助成される皆様には是非とも研究課題を達成していただき、最先端の科学技術でグローバル

社会に貢献していただくこと、そしてさらにはこれらの中から、将来の立石賞（※）受賞者が輩出

されることを期待します。 

 

■立石科学技術振興財団について 

当財団は、技術革新と人間重視の両面から真に最適な社会環境の実現に寄与することを目的に、

エレクトロニクスおよび情報工学の分野で、人間と機械の調和を促進する研究および国際交流に対

する助成活動を行っています。故立石一真（オムロン株式会社創業者）および故立石孝雄（オムロ

ン株式会社元代表取締役会長）がそれぞれ保有するオムロン株式会社の株式を拠出し、さらにオム

ロン株式会社が寄付金を出捐して設立されました。基本財産はオムロン株式会社の株式 2,625,000

株です。 

（※）立石賞とは、当財団 20 周年を記念して創設した顕彰事業で、賞の授与は隔年実施、本年度は

ありません。 

 

■ 詳細お問い合わせ先：公益財団法人 立石科学技術振興財団 事務局長 麻 潤三 

〒600-8234 京都市下京区塩小路通堀川東入南不動堂町 801 番地  

TEL:075(365)4771 URL: http://www.tateisi-f.org 

NEWS RELEASE 

http://www.tateisi-f.org/
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2017 年度 研究助成 受領者及び課題一覧（研究期間 2017 年 4 月～） 

 

【研究助成（S）】 最大 3,000 万円（間接経費を含む）/3 年間の助成 

  代表者氏名 所属・職名 研究課題 

1 鈴木 恵二 

公立はこだて未来大学 

複雑系知能学科 

教授 

自動運転車両と SAVSによる都市規模メガナビ

ゲーションの実現 

申請件数：18 件，採択件数：1 件 助成金額 2,950 万円 

 

【研究助成（A）】 最大 250 万円（直接経費）の助成 

No 氏名 所属・職名 研究課題 

1 
李 根浩 
（イ グンホ） 

宮崎大学 

工学部  

准教授 

車いすでの移動範囲拡大を目指すクモの移動

を用いた段差乗り越え車輪動作の力学的解明 

2 石塚裕己 

香川大学 

工学部  

助教 

微細加工技術を用いた超小型香りディスプレイ

の開発 

3 石原 進 

静岡大学学術院 

工学領域数理システム工学系列  

准教授 

自動運転車・手動運転車混在環境における大

局的隊列制御戦略と通信妨害攻撃の影響 

4 榎堀 優 

名古屋大学大学院 

情報科学研究科  

助教 

仮想的ポータブル歩行誘導ブロックによる視覚

障害者支援 

5 尾山匡浩 

神戸市立工業高等専門学校 

電子工学科  

准教授 

前頸部生体信号に基づいた舌運動と黙声単語

認識のための基礎研究 

6 菅 哲朗 

電気通信大学 

情報理工学研究科  

准教授 

表面プラズモン共鳴の電流検出による内視鏡先

端に搭載可能な超小型分光器の研究 

7 菅野貴皓 

東京医科歯科大学 

生体材料工学研究所  

助教 

自律型手術ロボットの動作記述言語の開発 

8 岸 哲史 

東京大学大学院 

教育学研究科  

助教 

前庭電流刺激による睡眠導入・促進効果の検

証：「ゆりかご効果」の神経基盤の解明 

9 
NGUYEN  

THANH VINH 
（グェン タンビン） 

東京大学 

IRT研究機構  

特任研究員 

物体の硬さを検出できる多軸触覚センサに関す

る研究 

10 久保若奈 

東京農工大学大学院 

工学系研究院 

特任准教授 

ナノメンブレン太陽電池デバイスの創製 

11 小林洋介 

室蘭工業大学大学院 

工学研究科  

助教 

音環境センサネットワークを活用した「よく聴こえ

る」拡声システム 

12 菅田陽怜 

大分大学 

福祉健康科学部  

助教 

運動学習能力を制御する新しい神経リハビリテ

ーション手法の開発 
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13 関野正樹 

東京大学大学院 

工学系研究科 

准教授 

ウェアラブル多点センサによる血流リモートモニ

タリング 

14 寒川雅之 

新潟大学 

工学部機械システム工学科  

准教授 

力・光・温度複合 MEMSセンサによる金属・樹脂

表面仕上げの質感評価 

15 田中宏和 

北陸先端科学技術大学院大学 

先端科学技術研究科  

准教授 

内在脳活動の辞書学習 - 脳波信号からのヒト

高次脳機能解明 - 

16 筒井秀和 

北陸先端科学技術大学院大学 

先端科学技術研究科  

准教授 

人工シナプスで神経細胞とエレクトロニクスを直

接配線する 

17 寺前達也 

国際電気通信基礎技術研究所 

脳情報研究所 

専任研究員 

人の行動戦略に基づく最適制御による空電アク

チュエータ搭載ロボットの最適軌道生成 

18 橋田朋子 

早稲田大学 

基幹理工学部  

准教授 

アニマシー性を有する自律的で実体のあるユー

ザインタフェース 

19 橋本敦史 

京都大学大学院 

教育学研究科  

助教 

高次元空間での外れ値検出と教師なし分類に

よるワードグラウンディング技術の開発 

20 日髙章理 

東京電機大学 

理工学部理工学科  

助教 

画像と非画像データの共起的学習のための深

層ニューラルネットワークの開発 

21 
Ho Anh Van 
（ホ_アンヴァン） 

北陸先端科学技術大学院大学 

マテリアルサイエンス系 

准教授 

近接や触覚を可能とするロボティックスキンの開

発と、人と協調できるロボットへの応用 

22 星野智史 

宇都宮大学大学院 

工学研究科 

准教授 

オクルージョンにおける情報の不確かさを考慮し

た自律移動ロボットの動作計画法 

23 本多克宏 

大阪府立大学大学院 

工学研究科  

教授 

個人情報保護に配慮した組織協調型の安心・

安全なコンテンツ推薦モデル 

24 松浦康之 

岐阜市立女子短期大学 

国際文化学科 

講師 

快適・安全な VR視聴に向けた VR酔いの身体

影響と発生機序の解明 

25 南 豪 

東京大学 

生産技術研究所  

講師 

ウェアラブルデバイスを指向した乳酸レセプタ導

入型有機トランジスタ化学センサの創製 

26 三宅丈雄 

早稲田大学大学院 

情報生産システム研究科  

准教授 

生体と調和する無線給電型バイオセンシング素

子の開発 

27 山西陽子 

九州大学大学院 

工学研究院  

教授 

遺伝子操作情報トレーシングのための細胞スケ

ール埋込型磁気タグの研究 

28 湯浅裕美 

九州大学大学院 

システム情報科学研究院  

教授 

ウエアラブルデバイスを駆動する体温発電素子

の開発 

申請件数:121 件,採択件数：28 件 助成金額 7,418 万円 
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【研究助成（B）】 最大 500万円（直接経費）の助成 

No 氏名 所属・職名 研究課題 

1 白井裕子 

慶應義塾大学大学院 

政策・メディア研究科 

准教授 

山林内の可視化と集材ルートの生成、施業の最

適化技術 

2 田中三郎 

豊橋技術科学大学大学院 

工学研究科 

教授 

リチウムイオン電池の発火原因となる極微小金

属粒を高感度で検出する装置の開発 

3 横川隆司 
京都大学大学院 

工学研究科 准教授 

ナノリソグラフィとタンパク質 1分子パターニング

による分子計測基盤の創製 

申請件数：６件，採択件数：３件 助成金額 1,503万円 

 

【研究助成（C）】 博士課程（後期）の学生に 50万円（直接経費）/年の助成、最大 3年間 

No 氏名 所属・職名 研究課題 

1 
吴 惠宁 

(ウ フイニン) 

大阪大学大学院 

生命機能研究科 

博士後期課程 

社会的注意の神経基盤の解明とその知見のバ

ーチャルリアリティ技術への応用 

2 惠谷隆英 

東京大学大学院 

総合文化研究科 

博士課程 

「盛り上がり」＝集団同期現象の発生メカニズム

の解明 

3 田村和輝 

千葉大学大学院 

フロンティア医工学センター 

博士後期課程 

生体中の散乱体構造解析による超高精度超音

波診断法の開発 

4 
鈕 龍 

（チュウ リュウ） 

神戸大学大学院 
システム情報学研究科 

博士課程後期 

屋内位置と仮想エージェントを活用した単身世

帯の QoLの維持・向上に関する研究 

5 松田康宏 

明治大学大学院 

理工学研究科 

博士後期課程 

「手当て」の効果の可視化：脳と末梢の光機能計

測による検討 

6 三宅太文 

早稲田大学大学院 

創造理工学研究科 

博士課程後期 

高齢者の躓き予防に向けた関節間協調性を高

めるワイヤ駆動型歩行訓練ロボットの開発 

7 山本晃平 

金沢大学大学院 

自然科学研究科 

博士後期課程 

有機・無機ハイブリッド太陽電池のためのナノオ

ーダーで制御する繰り返し製膜法の創生 

申請件数：15件，採択件数：７件 助成金額：741万円 
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2017年度 前期国際交流助成 採択課題（2017年 4月から助成） 

【国際会議発表】 最大 40万円（直接経費）の助成 

 

No 氏名 所属 国際会議名称／主催者名 開催地 

1 岸川博紀 

徳島大学大学院 

理工学研究部 

助教 

 European Conference on Integrated 

Optics 2017／ Eindhoven University of 

Technology 

アイントホーフェン  

オランダ 

2 鈴木郁郎 
東北工業大学 

准教授 

ISSCR 2017／International Society for 

Stem Cell Research 

ボストン  

USA 

3 鈴木釈規 

東京工業大学大学院 

情報理工学研究科 

博士後期課程 

ACM/IEEE-CS Joint Conference on 

Digital Libraries 2017／IEEE Computer 

Societ 

トロント  

カナダ 

4 全 香玉 

神戸大学 

システム情報学研究科 

博士課程後期課程 

SPIE  Commercial + Scientific Sensing 

and Imaging 2017／ＳＰＩＥ 

アナハイム  

USA 

5 針谷 達 
豊橋技術科学大学 

助教 

International Conference on Diamond 

and Carbon Materials／Elsevier 

ヨーテボリ 

スウェーデン 

6 松平謙英 
東京大学大学院 

博士課程 
Transducers 2017／IEEE 

高雄  

台湾 

7 山本俊介 

東北大学 

多元物質科学研究所 

助教 

14th European Conference on 

Molecular Electronics／14th European 

Conference on Molecular Electronics 

committee 

ドレスデン  

ドイツ 

申請件数：14件，助成件数：7件 助成金額：237万円
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おもな研究助成の抄録 

 

研究助成(S)   

代表者氏名 鈴木 恵二 

所属・役職 公立はこだて未来大学 教授 

分野    交通物流・生産 

研究課題名 自動運転車両とＳＡＶＳによる都市規模メガナビゲーションの実現 

研究概要  2020年オリンピック時期に目標とされている自動運転において、自動運転車両によるライドシ

ェアをこれまで開発してきたスマートアクセスビークルシステムを適用することによって実現す

ることを目標とする。すなわち、高度に IT化された自動運転車両による公共交通の実現によっ

て、不要な自家用車の維持を必要とせずに、また利便性を損なうことなく、安全安心な交通社

会の具現化が図れるものとなる。自動運転車両の発展があれば、名古屋市内であれば 500台

あれば自家用車はいらなくなるとの研究結果があるように、著しく環境負荷も低減されることが

期待される。従来の自動車文化が、安全安心と環境負荷において損なってきた負の側面を解

消する新しい移動システムの実現こそ、人間と機械が融和した姿になる。 

 

 

その他の研究助成 

 

橋本 敦史（京都大学大学院  教育学研究科  助教） 

研究課題：高次元空間での外れ値検出と教師なし分類によるワードグラウンディング技術の開発 

本研究では、実社会で展開するサービスにより収集されたテキストと画像(映像)の組から人手による正解デー

タの作成なしに自動で機械学習を行うワードグラウンディング技術の開発を目指す。深層学習技術によって、機

械学習の技術は飛躍的に発展し、人と機械の調和の基盤となる対話技術も大きく向上している。この発展は、

ImageNet など大量の学習データの存在にも大きく支えられており、機械学習技術のさらなる発展のためには、

ImageNet よりもさらに充実したデータベースの構築が求められる。しかし、人手で学習用の正解データを作成す

るには限界があり、実社会に存在するアプリケーションから自動で学習を行う技術が不可欠である。 

 

本多 克宏（大阪府立大学大学院 工学研究科 教授） 

研究課題：個人情報保護に配慮した組織協調型の安心・安全なコンテンツ推薦モデル 

クラウドをはじめ無尽蔵な情報共有が進む高度情報化社会においては、情報をトリガーとした人間と機械の調

和が不可欠であり、ビッグデータからの情報推薦に基づくユーザー支援が最重要な基盤技術である。一方で、

組織横断的に分散収集・蓄積されたデータを相互活用する上では、プライバシー保護が阻害要因となり、情報

が持つ価値を十分に享受できていない。本研究は、「プライバシー保護を考慮した組織協調型の安心・安全な

コンテンツ推薦モデルの構築」を目的とし、暗号化・匿名化後の知識を連合組織で共同活用することで IT 巨人

に匹敵する推薦モデルを実現して、アベノミクスの重要課題である世界最高水準の IT 利活用の実現に寄与す

る意義を持つ。 

 

尾山 匡浩（神戸市立工業高等専門学校 電子工学科 准教授） 

研究課題：前頸部生体信号に基づいた舌運動と黙声単語認識のための基礎研究 

 近年、四肢不随者のためのマシンインタフェースとして、様々な研究が行われてきている。その中で、前頸部

から計測した筋活動電位(EMG)を用いて舌動作を推定し、インタフェースとして応用する研究も行われている。

舌は残存機能として残っている場合が多く、比較的動きの自由度も高いため、手足に変わるインタフェースとな

る可能性があると言える。一方で，口唇周りの EMG を用いた黙声音声認識に関する研究も行われている。現状、

母音の認識精度は高いが、子音の認識となると極端に精度が落ちてしまう。そこで、本研究では前頸部から採

取されたEMGを用い、舌動作の推定と黙声音声認識が可能なシステムの構築を目的とする。これが実現できれ

ば首への装着型のウェアラブルデバイスとして使用することができるため、四肢不随者だけではなく一般ユーザ

ーにも普及することが期待される。 
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横川 隆司（京都大学大学院 工学研究科  准教授） 

研究課題：ナノリソグラフィとタンパク質 1分子パターニングによる分子計測基盤の創製 

 本研究の目的は、細胞内運動を司るモータタンパク質（以下，モータ）の協働的な運動機能を理解するための

分子計測プラットフォームをマイクロ・ナノ加工技術により製作し、複数のモータについてその運動機能を評価す

ることである。これにより、人間の生体機能を分子レベルで理解するための分子計測技術の開発という課題に対

して、機械工学に立脚したマイクロ・ナノ加工技術により取り組む。これは、まさに人間と機械の調和による生体

機能の理解である。本研究で対象とする有糸分裂に関わるキネシンモータは，がん細胞の増殖を理解する上で

重要であり、その分裂抑制を対象とした抗がん剤のスクリーニングもおこなわれており、その重要性は大きい。 

 

吴 惠宁（大阪大学大学院 生命機能研究科 博士後期課程） 

研究課題：社会的注意の神経基盤の解明とその知見のバーチャルリアリティ技術への応用 

 昨今の映像呈示技術と情報通信技術の発展により、バーチャルリアリティ(VR)空間上にコンピュータ・グラフィ

ックス(CG)で生成された人物と生身の人とのコミュニケーションが現実になりつつある。VRやCGでは、人の容姿

や動きのリアルさの追求が主な研究テーマとなっているが、VR上で人の視線の方位についての研究は少ない。

一方、ヒトは他者の視線の変化を敏感に検知し、その視線方位へ自ずと注意を向けることが知られている(社会

的注意)。よって、CG人物の視線をうまく制御しなければ、ヒトの注意が思わぬ方向へ逸れ、甚大な事故に繋が

る可能性がある。そこで本申請では、社会的注意の神経基盤を解明し、成果のVR技術への応用を目指した研

究を行う。 
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公益財団法人 立石科学技術振興財団の概要 

 

名   称：公益財団法人 立石科学技術振興財団 

 

所 在 地：京都市下京区塩小路通堀川東入南不動堂町 801番地 

 

設立年月日：平成 2年（1990年）3月 6日 

 

目   的：エレクトロニクス及び情報工学の分野で、人間と機械の調和を促進する研究に関する

活動を支援し、もって技術革新と人間重視の両面から真に最適な社会環境の実現に寄

与することを目的とする。 

 

事 業 内 容     ：エレクトロニクスおよび情報工学の分野で、人間と機械の調和を促進するための研究

に関する活動を支援する。 

（１）研究への助成 

・研究助成（Ａ）  250万円以下／件、20件程度／年 

・研究助成（Ｂ）  500万円以下／件、2件程度／年 

    ・研究助成（Ｃ）   50万円以下／件・年（博士課程後期在学中、最長 3年） 

                          10件程度／年 

    ・研究助成（Ｓ）  3,000万円／3年、2018年度は 3件程度（非定期実施） 

（２）国際交流への助成 

・国際会議発表    40万円以下／件 

・短期在外研究     70万円以下／件 

・国際会議開催   100万円以下／件、10件程度／年 

（３）研究成果に対する顕彰 

・立石賞 功績賞 2件程度／隔年、副賞 500万円／件 

・立石賞 特別賞 2件程度／隔年、副賞 500万円／件 

（４）研究成果の普及 

・成果集の発行 1回／年 

（５）その他、本財団の目的を達成するために必要な事業 

 

事 業 年 度     ：毎年 4月 1日から翌年 3月 31日まで 

 

事 業 実 績     ：設立以来 2016 年度までに累計 1,064 件、総額 18 億 3,867 万円の助成（立石賞 10 件

含む） 

評 議 員：8名 

役   員：理事長  立石 義雄（オムロン株式会社 名誉会長） 

常務理事 菅原 洋二 

他 理事 8名 監事 2名 

 

基 本 財 産     ：オムロン（株）株式 2,625,000株 

 

特 定 財 産     ：現金 11億円 
 

合わせて 20 件程度／年 


